
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協議会Ⅰ 

Memo 

１ 



指導と評価の計画 

６ 
あまりのある 

わり算 

（全 10時間） 

単元の目標 

(1) 割り切れない場合の除法の意味や余りについて理解し、それが用いられる場合について知

り、その計算が確実にできる。 

(2) 割り切れない場合の除法の計算の意味や計算の仕方を考えたり、割り切れない場合の除法

を日常生活に生かしたりすることができる。 

(3) 割り切れない場合の除法に進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な

処理のよさに気付き生活や学習に活用しようとしている。 

観
点
別
評
価
基
準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①包含除や等分除など、除法の意味

について理解し、それが用いられる

場合について知っている。 

②除数と商が共に１位数である除法の

計算が確実にできる。 

③割り切れない場合に余りを出すこと

や、余りは除数より小さいことを知っ

ている。 

①除法が用いられる場面の数量の

関係を、具体物や図などを用い

て考えている。 

②余りのある除法の余りについて、

日常生活の場面に応じて考えて

いる。 

① 除法が用いられる場面の数量の

関係を考え、具体物や図などを用

いて考えようとしている。 

② 除法が用いられる場面を身の回り

から見付け、除法を用いようとして

いる。（「わり算探し」など） 

 

行動観察：机間指導等を通じて捉えた児童の活動の様子、話合い時の児童の発言、ノートの記述内容などの観察に基づいて
評価する。 

ノート分析：授業後に児童のノートやワークシートなどを回収し評価する。 
ペーパーテスト：単元で学習した内容（知識・技能や思考・判断・表現）が定着しているかを評価する。 

時 

間 
ねらい 

評価規準（評価方法） 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に

取り組む態度 

1 

・ 

2 

あまりのある包含除について、既習の除法と関連付

けて考えることを通して、乗法九九を使って答えを

求められることに気付き、説明することができる。 

 ・思① 

（行動観察） 

（ノート分析） 

・態① 

（行動観察） 

（ノート分析） 

3 余りのある場面を式からとらえなおす活動を通して、

既習の計算と関連づけながら、余りがある場合の除

法の式の表し方や、余りなど用語の意味を理解する

ことができる。 

・知① 

（ノート分析） 

・知③ 

（ノート分析） 

4 余りのある等分除について考える活動を通して、包

含除と同じように除法が適用できることに気付き、そ

れらを言葉や図、式を使って筋道を立てて説明する

ことができる。 

 ○思① 

（行動観察） 

（ノート分析） 

5 余りがある場合の除法計算について、除数・商・余り

と被除数の関係を問題場面からとらえる活動を通し

て、答えの確かめ方を理解することができる。 

・知② 

（ノート分析） 

 

6 

・ 

7 

あまりの処理について説明する活動を通して、除法

を活用して被除数と除数の関係を考え、それらを言

葉や図、式を使って筋道を立てて説明することがで

きる。 

 ・思② 

（行動観察） 

（ノート分析） 

○態① 

（ノート分析） 

8 練習問題を通して学習内容の定着を確認し、理解

を確実にすることができる。 

・知①②③ 

（ノート分析） 

  

9 評価問題を通して、学習内容の定着を確認すること

ができる。 

○知①②③ 

（ペーパーテスト） 

○思② 

（ペーパーテスト） 

 

10 学習内容を適用して除法の問題を考えたり、解決し

合ったりすることができる。 

  ○態② 

（ノート分析） 

２ 



本時の展開 

第６・７時のねらい： 
あまりの処理について説明する活動を通して、除法を活用して被除数と除数の関係を考え、それらを言葉

や図、式を使って筋道を立てて説明することができる。（しようとしている） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 



参考資料① 前時の様子                       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

丸を 23 個かいて、４個ずつ囲って箱に入れること
を示している。 
余りの３つを、１つの箱に入れている。 

図と記述内容から、被除数と除数の関係は正しく

とらえられているようだ。さらに、交流の場面で

筋道立てて考え、説明しようようとする姿を見届

けられれば、評価 B としてよさそうだ。 

式と関わらせたり、思考の過程をはっきりさせた

りすることで、より考えを筋道立てて整理し、説

明できるだろう。 

Ｓさんの自分の考えづくり 

Ｓさんの説明 

まず、まんじゅうを丸にして 23 個かきました。４つずつ

囲って、箱に入れるようにしました。すると、みんなで確

認した式のように５箱できて、３個余ります。けれど、こ

の３個は４つ入る箱に入れることができるから、もう１つ

箱を用意すれば、全部入ります。5+1 で 6箱になります。 

（全体に対して） Aの姿を目指せるように指導する 

〇さんが気づいたように、仲間に発表するときに、
どうしてその式になるのかを図を使って説明すると
わかりやすいですね。きっと、次の機会では〇さんは
学んだことを生かして説明できそうですね。 
 
△さんは□さんの発表を聞いたあと、自分の考えに

書き加えてよりよいものにしていましたよ。グループ
での学びが合いを取り入れて、次の学習につなげてい
けそうですね。 

４ 



参考資料② 本時の様子  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｓさんの説明 

答えは 8つではなくて 7です。なぜかというと、この図を
みてください。図のように花を丸にして 4 つずつ囲んで花
たばをつくります。式は 30÷4＝７あまり 2 で、花たばが
７つできて、花が 2 本余っています。 
前回はこれを箱に入れて+1 にしたけれど、今回は入れら
れません。なぜ入れられないかというと… 

Ｓ児童について、第６時から第７時にかけて丸図の表

し方が乗法的なものへと洗練されている。互いに解決方

法を伝え合う中で、他者の表現のよさに気付き、よりよ

いものへと高めていることが分かる。さらに、相手に応

じて分かりやすく説明するために、言葉や式を書き加え

ながら 整理している記述も見られ、「十分満足できる」

状況と評価する。 

Ｓさんへの支援の経過 

・前時と同様に、立式に
ついて図に表すこと
はできている。 
(表そうとしている) 

・4 本の花を示す丸を
縦に並べて書いてあ
り、前回よりも見や
すくなっている。式
の 4 本を 1 つ分とみ
ているから、こうい
う図になるな。 

・どうして答えを８つとしたか、その根拠はなんだろう。余り
の花２本を、前回と同じように一つにまとめて考えていると
考えられるが、深く考えずに答えているのかもしれない。 

・答えまでは求められているが、課題には向かえていないな。 
→根拠を明らかにして答えている〇さんと、答えの理由を交流
することで、学びが深まるだろう。 
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協議会Ⅱ 

Memo 

6 


